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2008年9月10日

米国デュポン社、第21回デュポンパッケージング賞の募集を開始

受賞の対象には引き続き“持続可能性”を重視

米国デュポン社（本社：デラウエア州ウィルミントン、会長兼最高経営責任者：チャールズ・O・ホリデー・ジュニア）は、9月9日（米国時間）は、デュポンが長年にわたり主催している革新的な包装技術を審査対象とする第21回デュポンパッケージング賞（DuPont Awards for Packaging Innovation）の募集を開始します。包装産業において持続可能性は極めて重要であることから、受賞にはより持続可能な包装技術を実現する革新的な取り組みが重要視されます。選考には世界的に著名な人々が審査にあたり、入賞作品は一年を通じて世界の包装関連のメディアに紹介されます。第21回デュポンパッケージング賞の応募受付は、2009年2月13日までです。なお、この賞はデュポン製品の使用を条件とするものではありません。

コロラド州デンバーで開催されたサステイナブル・パッケージング・フォーラムの席で、第21回デュポンパッケージング賞へのエントリーを呼びかけた米国デュポン社パッケージング事業部担当副社長のキャロラン・ハズネダーは次のように語っています。「持続可能性は包装品を扱う企業や消費者にとって重要な問題です。他に先駆けて持続可能なソリューションを提供してきたデュポンは、持続可能な包装の発展を支援しています。デュポンパッケージング賞は、引き続き持続可能な包装の革新に注目すると共に、持続可能性を定義し、今後の達成を明確にし、バリューチェーン全体に理解を広める上で役立っています。」

第20回デュポンパッケージング賞では、デザインを一新し、約20％の軽量化と輸送効率の向上を実現したクラフト社のサラダドレッシングボトル、マークス＆スペンサーが導入した再生可能材料を使用した堆肥化可能な菓子用包装材、生ごみの削減に寄与するラーセン・デーニッシュ・シーフード（Larsen Danish Seafood）社の一人分使いきりサイズの常温食品パッケージが受賞しています。

　第21回デュポンパッケージング賞の応募受付は、2009年2月13日までとなります。応募対象者は、世界中のパッケージデザイナー、コンバーター、使用者および包装実施企業、および機器メーカーです。入賞作品の選考においては、性能の向上、責任ある材料調達、クリーン・プロダクション、有効な再生、といった革新的要素、たとえば主成分としてプラスチック材料を必要としない、新たに開発された製品パッケージが検討事項となります。応募作品については、デュポン製品の使用を条件とするものではありません。詳細な情報および作品の応募につきましてはwww.packaging.dupont.com をご覧ください。

　第21回デュポンパッケージング賞の主な審査員は以下の面々です。トニー・バーンズ　プロクター・アンド・ギャンブル社グローバル・パッケージング・アンド・デバイス・デベロップメント、サステナビリティ担当アソシエート・ディレクター、ジュリアン・キャロル　EUROPEN専務理事、ステフ・カーター　ユニリーバ社パッケージング・サステナビリティ・ディレクター、ロン・コッタマン　シールドエアー社サステナビリティ担当エグゼクティブ・ディレクター、サラ・ハートウェル　EPA固形廃棄物部環境スペシャリスト、石川雅紀　工学博士、神戸大学大学院経済学研究科教授、キム・リン　ターゲット社パッケージングマネージャー、ジェイソン・ピアソン　GreenBlue代表兼CEO、マイク・リッチモンド　PTIS社社長兼CEO、そして、アン・ジョンソン　Sustainable Packaging Coalition理事が審査の進行役を務めます。

　2008年度と同様、次年度入賞作品に関する情報は、GreenBlueおよびSustainable Packaging Coalitionのオンライン・デザインライブラリに掲載されます。GreenBlueはデザインを通じ持続可能性に取り組んでいる非営利団体です。その一部門であるSustainable Packaging Coalitionは、包装の持続可能性に関し最も信頼できる情報源として知名度の高い業界団体です。

　デュポンは、科学的な発見や発明を基盤に製品やサービスを提供する企業です。創立は1802年、本社は米国デラウエア州ウィルミントンに置かれています。世界70カ国余りに拠点があり、農業・食品関連、建築・建設、通信、輸送の分野で、革新的な製品やサービスをお届けしています。世界中の人々の生活をより安全で豊かにするために、科学の力を生かした持続可能なソリューションを創出しています。
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以　上
この件に関するお問い合わせは、下記までお願いします。

三井・デュポンポリケミカル株式会社　営業部

包材の軽量化、薄膜化：包材グループ　原田　℡：(03)6253–4003

再生可能材料を使用した包材：デュポン製品グループ　
佐東　℡：(03)6253-4006

デュポン株式会社　広報部　　　　　　　　　岩松　℡：03-5521-8484
